
呉駅周辺地域を起点に自動運転を拡大

ＫＵＲＥスマートシティモデル事業実行計画 （ 呉市 ）

平成30年7月豪雨災害を教訓に，スマートシティの取組による復興と地方都市が抱える課題の解決を目
指す。
呉駅周辺地域総合開発のポテンシャルを活かし，スマートモビリティの先駆的実装を進め，次世代モビリ
ティネットワークの形成及びオールくれによるスマートシティの拡大を目指す。

目 標

取組概要

体 制

将来像

スケジュール

・市民の高次都市機能への充足感 充足感の向上(R7年度末)
・市民の交通体系への満足度 満足度の向上(R7年度末)
・都市ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを活用した新たなｻｰﾋﾞｽの実装数 5件以上(R7年度末)
・ニーズ・シーズのマッチング数 30件以上(R7年度末)
・コンソーシアムへの参加団体数 10者以上(R7年度末)

KUREスマートシティ
コンソーシアム

快適な暮らしや持続可能なビジネスモデ
ルの確立に向けて，交通関係データを起
点に，産学官民の連携により，成長・拡
張し続ける都市データプラットフォームを構築

質の高い生活と新産業の創造に向けて,
スタートアップ企業を含む幅広いプレーヤー
のビジネスチャンスを生み育てる「民が主
役」の官民連携プラットフォームを構築

取組３ 都市データプラット
フォームの構築

官民連携プラットフォームの構築

呉駅周辺地域を起点に次世代路面電
車（次世代ＢＲＴ）やＭａａＳなどの
新技術を活用した持続可能な交通体系
の再構築

取組１ 次世代路面電車の実装を通じた

持続可能な交通体系の再構築

斜面市街地，島しょ部等の地形条件
で快適に住み続けるため、生活支援施設
と連携し、公共交通を補完するファースト/
ラストワンマイルの交通体系の再構築

取組２ 斜面市街地における

高齢者の生活支援

呉駅周辺

都市データプラットフォームと官民連携プラットフォームによりスマートシティを持続的に拡大

次世代路面電車
からデータとサービスを拡大

生活支援・ラストマイルモビリティ
からデータとサービスを拡大

公

民 学

呉市

復建調査設計

株式会社

広島大学

呉工業高等専門学校

自動運転道路環境整備・
自動運転導入実証事業

～2024年度

GTFSデータ整備

3D都市モデルの整備

＜継続実施＞
交通社会実験（市街地・斜面地から島嶼部・都市
間へと順次拡大）

 3D都市モデルの整備
都市データプラットフォームの構築
スマートシティくれ 官民連携プラットフォームの構築
 コンソーシアムからアーバンデザインセンターへの移行・
構成員の拡充

各種サービスの実証実験の展開

誰 も が 快 適 で 効 率 的 に 移 動 で き る ま ち

コンパクトで
機能的なまち

スマート農業 テレワーク

スマート
プランニング

賑わいと交流に
あふれるまち

文化継承

ＡＲ・ＶＲ

外出支援

誰もが快適・健康に
暮らせるまち

遠隔医療

遠隔教育

ドローン配送

災害に強い
安全・安心なまち

スマートインフラ

燃料電池
ＥＶ車両

ドローン活用

暮らしやすいまちの実現と
新産業の創出

スマートモビリティを起点に
ビッグデータの集積・活用を加速

※官民連携ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの
取組（R3～）により
今後更に体制を拡充

※ 将来的にｱｰﾊﾞﾝﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰへ移行予定

蓄積データの拡大

2021年度実装

斜面市街地生活支援MaaS構築・
次世代モビリティ導入実証事業

2025年度

取組①、②の実証データ蓄積・
都市データプラットフォームの構築

生活支援MaaSの拡大

取組
１

取組
２

取組
３

自動運転
実装

2029年度

生活支援
MaaS実装

システム
構築完成
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呉駅周辺地域総合開発(第１期開発)の完了見込年
度(2024年度末)，あるいは2025年度末を目途に，
実証事業により改善を行い各取組を実装し，引き続き
拡大・展開を目指す。


